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阿
蘇
―
火
山
と
の
共
生
と
そ
の
文
化
的
景
観

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
阿
蘇
は
、
自
然
と
人
々
と
の
共

生
の
姿
を
現
す
世
界
的
に
も
類
を
見
な
い
貴
重
な
財

産
で
す
。
こ
の
雄
大
な
※
文
化
的
景
観
を
世
界
文
化

遺
産
へ
登
録
し
よ
う
と
、
昨
年
の
９
月
に
熊
本
県
と

阿
蘇
郡
市
７
市
町
村
の
共
同
で
文
化
庁
へ
提
案
書
を

提
出
し
ま
し
た
。
（
広
報
あ
そ
平
成
19
年
11
月
号
掲

載
）
。

　
今
月
号
か
ら
８
月
号
ま
で
の
３
回
の
予
定
で
「
世

界
の
阿
蘇
へ
　
世
界
か
ら
未
来
へ
！
」
と
し
て
、
文

化
庁
に
提
出
し
た
提
案
書
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
や
世

界
遺
産
の
概
要
な
ど
情
報
の
共
有
を
図
る
た
め
、
基

本
的
な
こ
と
を
連
載
し
て
い
き
ま
す
。

※
提
案
書
『
阿
蘇-

火
山
と
の
共
生
と
そ
の
文
化
的
景

観
』
の
内
容
は
左
記
の
ア
ド
レ
ス
か
ら
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

　
熊
本
県
教
育
庁
文
化
課
「
く
ま
も
と
の
文
化
」

世
界
遺
産
と
は
人
類
の
た
か
ら
も
の

　
世
界
遺
産
と
は
、
か
け
が
え
の
な
い
文
化
と
自
然

を
国
境
・
民
族
を
越
え
て
保
護
し
、
未
来
へ
引
き
継

ぐ
人
類
共
通
の
「
た
か
ら
も
の
」
の
こ
と
で
す
。
「
世

界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る

条
約
」
基
づ
き
、
ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学

文
化
機
関
）
が
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
は
３
種
類
　
【
阿
蘇
は
文
化
遺
産
】

　
世
界
的
な
見
地
か
ら
見
て
重
要
な
価
値
を
有
し
て

い
る
資
産
が
対
象
で
、
文
化
遺
産
・
自
然
遺
産
・
複

合
遺
産
の
３
つ
種
類
が
あ
り
ま
す
。

文
化
遺
産

　
歴
史
的
、
芸
術
的
な
建
築
物
や
遺
跡
な
ど
で
人
類

が
造
り
出
し
た
も
の
。
＊
文
化
的
景
観
を
含
む
。

自
然
遺
産

　
鑑
賞
上
、
学
術
上
ま
た
は
保
存
上
、
特
徴
の
あ
　

る
地
形
や
地
質
、
生
態
系
、
景
観
、
絶
滅
の
恐
れ
　

が
あ
る
動
植
物
の
生
息
地
な
ど
を
含
む
地
域
。 

複
合
遺
産

　
文
化
と
自
然
の
両
方
を
兼
ね
備
え
る
も
の
。

※
文
化
的
景
観
と
は

　
人
間
が
自
然
を
利
用
し
て
長
い
時
間
を
か
け
て
つ

く
り
出
さ
れ
た
景
観
を
意
味
す
る
『
自
然
と
人
間
の

共
同
作
品
』
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
農
村

や
山
村
、
漁
村
の
棚
田
や
里
山
、
あ
る
い
は
信
仰
の

対
象
と
な
っ
た
自
然
景
観
な
ど
を
指
し
ま
す
。

※
２
０
０
７
年
７
月
現
在
、
世
界
遺
産
リ
ス
ト
登
録

　
件
数
は
８
５
１
件
（
文
化
遺
産
６
６
０
件
、
自
然

　
遺
産
１
６
６
件
、
複
合
遺
産
25
件
）
に
な
り
ま
す
。

※
日
本
国
内
の
世
界
遺
産
（
右
図
参
照
）
は
、
文
化

　
遺
産
11
件
・
自
然
遺
産
３
件
の
計
14
件
が
あ
り
ま

　
す
。
九
州
で
は
自
然
遺
産
の
屋
久
島
（
鹿
児
島
県
）

　
の
み
で
す
。

日本国内における世界遺産分布図
赤色：文化遺産、青色：自然遺産、（　）内の数字は登録年

白川郷・五箇山の合掌造り集落
（岐阜県、富山県:1995年）

知床
（北海道:2005年）

白神山地
（青森県、秋田県:1993年）

日光の社寺
（栃木県:1999年）

古都京都の文化財
（京都府、滋賀県:1994年）

古都奈良の文化財
（奈良県:1998年）

法隆寺地域の仏教建造物
（奈良県:1993年）

琉球王国のグスク及び関連遺産群
（沖縄県:2000年）

姫路城
（兵庫県:1993年）

原爆ドーム
（広島県:1996年）

石見銀山とその文化的景観
（島根県:2007年）

厳島神社
（広島県:1996年）

屋久島
（鹿児島県:1993年）

紀伊山地の霊場と参詣道
（三重県、奈良県、和歌山県:2004年）

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
に
は

　
世
界
遺
産
と
な
る
に
は
、
日
本
国
内
に
お
け
る
「
世

界
遺
産
暫
定
一
覧
表
（
暫
定
リ
ス
ト
）
」
に
載
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
暫
定
リ
ス
ト
と
は
、
日
本
が

ユ
ネ
ス
コ
に
世
界
遺
産
候
補
と
し
て
、
お
お
む
ね
10

年
程
度
で
推
薦
す
る
予
定
の
リ
ス
ト
に
な
り
、
こ
の

リ
ス
ト
の
中
か
ら
条
件
が
整
っ
た
物
件
が
１
年
に
ひ

と
つ
だ
け
推
薦
さ
れ
ま
す
。
先
ず
は
こ
の
リ
ス
ト
に

掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
第
一
の
目
標
と
な
り
ま
す
。

市
民
と
共
に

　
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
は
、
世
界
遺
産
と
し
て
の

価
値
を
証
明
す
る
た
め
の
学
術
的
な
調
査
・
研
究
や

文
化
財
の
指
定
、
将
来
に
わ
た
っ
て
守
っ
て
い
く
こ

と
を
示
す
保
存
管
理
計
画
の
策
定
、
包
括
的
な
景
観

保
全
な
ど
広
い
分
野
に
及
ぶ
た
め
、
熊
本
県
を
は
じ

め
阿
蘇
郡
市
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
膨
大
な
作

業
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
世
界
遺
産
へ
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
名
実
共
に

「
世
界
の
阿
蘇
」
と
な
り
、
郷
土
の
誇
り
と
共
に
様
々

な
相
乗
効
果
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

そ
の
反
面
、
課
題
も
生
じ
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
行
政
と
市
民
が
共
に
同
じ
目
標
を
持
つ
こ

と
に
よ
り
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
後
、
色
々
な
か
た
ち
で
市
民
の
皆
様
や
地
域
の

ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
第
一
に
は

市
民
が
郷
土
を
も
っ
と
知
り
、
阿
蘇
の
自
然
・
歴
史
・

文
化
を
再
認
識
し
、
そ
の
価
値
に
気
づ
く
こ
と
が
大

事
な
こ
と
で
す
。

　
小
さ
な
き
っ
か
け
か
ら
大
き
な
夢
へ
市
民
と
行
政

と
が
一
丸
と
な
っ
て
、
ぜ
ひ
、
阿
蘇
の
世
界
文
化
遺

産
登
録
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
推
進
運
動
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

お
問
い
合
わ
せ
や
、
ご
意
見
は

　
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
係
　
世
界
遺
産
担
当
ま
で
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３
２
２
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現
在
の
状
況

　
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
る
た
め
に
、
平
成
18
年

度
か
ら
継
続
し
て
審
議
さ
れ
て
い
る
19
件
と
、
阿
蘇

も
含
め
た
平
成
19
年
度
に
新
規
提
案
さ
れ
た
13
件
の

計
32
件
が
候
補
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
文
化
遺
産
を
選
定
す
る
文
化
庁
で
は
、
暫

定
リ
ス
ト
に
ど
の
提
案
を
載
せ
る
の
か
、
世
界
遺
産

特
別
委
員
会
に
て
審
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
今
回
か
ら
は
世
界
遺
産
特
別
委
員
会
に
、

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
新
た
に

設
置
さ
れ
、
提
案
を
分
野
ご
と
に

分
け
て
、
よ
り
専
門
的
に
調
査
・

検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
　

 

先
般
、
文
化
庁
に
て
全
候
補
に
対

し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
阿

蘇
郡
市
を
代
表
し
て
阿
蘇
市
が
熊

本
県
と
共
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
文
化
遺
産
と
し
て
の
阿
蘇

の
価
値
を
十
分
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

た
と
感
触
を
得
て
い
ま
す
。

 

審
議
の
結
果
が
発
表
さ
れ
る
の
は

夏
頃
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

晴
れ
て
暫
定
リ
ス
ト
に
載
っ
た
場

合
は
、
推
薦
に
向
け
て
本
格
的
に

動
き
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
残

念
な
が
ら
継
続
審
議
と
な
っ
た
場

合
は
、
改
め
て
提
案
コ
ン
セ
プ
ト

等
を
見
直
し
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
予
定
で
す
。

　日本政府は既に「平泉の

文化遺産」の推薦書をユネ

スコへ提出しており、本年

の世界遺産委員会で登録

が審議される予定です。

　また、東京都上野の国立

西洋美術館が「ル・コルビ

ュジェの建築と都市計画」

の一部としてフランス政府

などによって共同推薦され

ています。

№

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

資産名

古都鎌倉の寺院･神社ほか

彦根城

平泉の文化遺産

富岡製糸場と絹産業遺産群

富士山

飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群

長崎の教会群とキリスト教関連遺産

国立西洋美術館・本館

小笠原諸島

琉球諸島

都道府県

神奈川県

滋 賀 県

岩 手 県

群 馬 県

静岡県・山梨県

奈 良 県

長 崎 県

東 京 都

東 京 都

沖 縄 県

記載年

1992�

1992�

2001�

2007�

2007�

2007�

2007�

2007�

2003�

2003

備考

文化遺産

文化遺産

文化遺産

文化遺産

文化遺産

文化遺産

文化遺産

文化遺産

自然遺産

自然遺産

＊現在、日本の暫定リストには１０件の資産

 （うち文化遺産は８件）が記載されています。

暫定一覧表記載資産分布図
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富士山 ●

● 国立西洋美術館･本館

● 古都鎌倉の寺院･神社ほか

● 飛鳥･藤原の宮都とその関連資産群

● 長崎の教会群とキリスト教関連遺産

● 小笠原諸島

平泉の文化遺産 ●

富岡製糸場と絹産業遺産群●

彦根城 ●
富士山 ●

● 国立西洋美術館･本館

●古都鎌倉の寺院･神社ほか

● 飛鳥･藤原の宮都とその関連資産群

● 長崎の教会群とキリスト教関連遺産

● 小笠原諸島



5 広報 あそ 2008.6 4広報 あそ 2008.6

阿
蘇
―
火
山
と
の
共
生
と
そ
の
文
化
的
景
観

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
阿
蘇
は
、
自
然
と
人
々
と
の
共

生
の
姿
を
現
す
世
界
的
に
も
類
を
見
な
い
貴
重
な
財

産
で
す
。
こ
の
雄
大
な
※
文
化
的
景
観
を
世
界
文
化

遺
産
へ
登
録
し
よ
う
と
、
昨
年
の
９
月
に
熊
本
県
と

阿
蘇
郡
市
７
市
町
村
の
共
同
で
文
化
庁
へ
提
案
書
を

提
出
し
ま
し
た
。
（
広
報
あ
そ
平
成
19
年
11
月
号
掲

載
）
。

　
今
月
号
か
ら
８
月
号
ま
で
の
３
回
の
予
定
で
「
世

界
の
阿
蘇
へ
　
世
界
か
ら
未
来
へ
！
」
と
し
て
、
文

化
庁
に
提
出
し
た
提
案
書
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
や
世

界
遺
産
の
概
要
な
ど
情
報
の
共
有
を
図
る
た
め
、
基

本
的
な
こ
と
を
連
載
し
て
い
き
ま
す
。

※
提
案
書
『
阿
蘇-

火
山
と
の
共
生
と
そ
の
文
化
的
景

観
』
の
内
容
は
左
記
の
ア
ド
レ
ス
か
ら
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

　
熊
本
県
教
育
庁
文
化
課
「
く
ま
も
と
の
文
化
」

世
界
遺
産
と
は
人
類
の
た
か
ら
も
の

　
世
界
遺
産
と
は
、
か
け
が
え
の
な
い
文
化
と
自
然

を
国
境
・
民
族
を
越
え
て
保
護
し
、
未
来
へ
引
き
継

ぐ
人
類
共
通
の
「
た
か
ら
も
の
」
の
こ
と
で
す
。
「
世

界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る

条
約
」
基
づ
き
、
ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学

文
化
機
関
）
が
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
は
３
種
類
　
【
阿
蘇
は
文
化
遺
産
】

　
世
界
的
な
見
地
か
ら
見
て
重
要
な
価
値
を
有
し
て

い
る
資
産
が
対
象
で
、
文
化
遺
産
・
自
然
遺
産
・
複

合
遺
産
の
３
つ
種
類
が
あ
り
ま
す
。

文
化
遺
産

　
歴
史
的
、
芸
術
的
な
建
築
物
や
遺
跡
な
ど
で
人
類

が
造
り
出
し
た
も
の
。
＊
文
化
的
景
観
を
含
む
。

自
然
遺
産

　
鑑
賞
上
、
学
術
上
ま
た
は
保
存
上
、
特
徴
の
あ
　

る
地
形
や
地
質
、
生
態
系
、
景
観
、
絶
滅
の
恐
れ
　

が
あ
る
動
植
物
の
生
息
地
な
ど
を
含
む
地
域
。 

複
合
遺
産

　
文
化
と
自
然
の
両
方
を
兼
ね
備
え
る
も
の
。

※
文
化
的
景
観
と
は

　
人
間
が
自
然
を
利
用
し
て
長
い
時
間
を
か
け
て
つ

く
り
出
さ
れ
た
景
観
を
意
味
す
る
『
自
然
と
人
間
の

共
同
作
品
』
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
農
村

や
山
村
、
漁
村
の
棚
田
や
里
山
、
あ
る
い
は
信
仰
の

対
象
と
な
っ
た
自
然
景
観
な
ど
を
指
し
ま
す
。

※
２
０
０
７
年
７
月
現
在
、
世
界
遺
産
リ
ス
ト
登
録

　
件
数
は
８
５
１
件
（
文
化
遺
産
６
６
０
件
、
自
然

　
遺
産
１
６
６
件
、
複
合
遺
産
25
件
）
に
な
り
ま
す
。

※
日
本
国
内
の
世
界
遺
産
（
右
図
参
照
）
は
、
文
化

　
遺
産
11
件
・
自
然
遺
産
３
件
の
計
14
件
が
あ
り
ま

　
す
。
九
州
で
は
自
然
遺
産
の
屋
久
島
（
鹿
児
島
県
）

　
の
み
で
す
。

日本国内における世界遺産分布図
赤色：文化遺産、青色：自然遺産、（　）内の数字は登録年

白川郷・五箇山の合掌造り集落
（岐阜県、富山県:1995年）

知床
（北海道:2005年）

白神山地
（青森県、秋田県:1993年）

日光の社寺
（栃木県:1999年）

古都京都の文化財
（京都府、滋賀県:1994年）

古都奈良の文化財
（奈良県:1998年）

法隆寺地域の仏教建造物
（奈良県:1993年）

琉球王国のグスク及び関連遺産群
（沖縄県:2000年）

姫路城
（兵庫県:1993年）

原爆ドーム
（広島県:1996年）

石見銀山とその文化的景観
（島根県:2007年）

厳島神社
（広島県:1996年）

屋久島
（鹿児島県:1993年）

紀伊山地の霊場と参詣道
（三重県、奈良県、和歌山県:2004年）

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
に
は

　
世
界
遺
産
と
な
る
に
は
、
日
本
国
内
に
お
け
る
「
世

界
遺
産
暫
定
一
覧
表
（
暫
定
リ
ス
ト
）
」
に
載
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
暫
定
リ
ス
ト
と
は
、
日
本
が

ユ
ネ
ス
コ
に
世
界
遺
産
候
補
と
し
て
、
お
お
む
ね
10

年
程
度
で
推
薦
す
る
予
定
の
リ
ス
ト
に
な
り
、
こ
の

リ
ス
ト
の
中
か
ら
条
件
が
整
っ
た
物
件
が
１
年
に
ひ

と
つ
だ
け
推
薦
さ
れ
ま
す
。
先
ず
は
こ
の
リ
ス
ト
に

掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
第
一
の
目
標
と
な
り
ま
す
。

市
民
と
共
に

　
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
は
、
世
界
遺
産
と
し
て
の

価
値
を
証
明
す
る
た
め
の
学
術
的
な
調
査
・
研
究
や

文
化
財
の
指
定
、
将
来
に
わ
た
っ
て
守
っ
て
い
く
こ

と
を
示
す
保
存
管
理
計
画
の
策
定
、
包
括
的
な
景
観

保
全
な
ど
広
い
分
野
に
及
ぶ
た
め
、
熊
本
県
を
は
じ

め
阿
蘇
郡
市
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
膨
大
な
作

業
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
世
界
遺
産
へ
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
名
実
共
に

「
世
界
の
阿
蘇
」
と
な
り
、
郷
土
の
誇
り
と
共
に
様
々

な
相
乗
効
果
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

そ
の
反
面
、
課
題
も
生
じ
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
行
政
と
市
民
が
共
に
同
じ
目
標
を
持
つ
こ

と
に
よ
り
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
後
、
色
々
な
か
た
ち
で
市
民
の
皆
様
や
地
域
の

ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
第
一
に
は

市
民
が
郷
土
を
も
っ
と
知
り
、
阿
蘇
の
自
然
・
歴
史
・

文
化
を
再
認
識
し
、
そ
の
価
値
に
気
づ
く
こ
と
が
大

事
な
こ
と
で
す
。

　
小
さ
な
き
っ
か
け
か
ら
大
き
な
夢
へ
市
民
と
行
政

と
が
一
丸
と
な
っ
て
、
ぜ
ひ
、
阿
蘇
の
世
界
文
化
遺

産
登
録
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
推
進
運
動
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

お
問
い
合
わ
せ
や
、
ご
意
見
は

　
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
係
　
世
界
遺
産
担
当
ま
で

　
　
２
２-

３
２
２
９

　E
-
m
a
i
l
 
 
k
y
o
u
i
k
u
@
c
i
t
y
.
a
s
o
.
l
g
.
j
p

現
在
の
状
況

　
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
る
た
め
に
、
平
成
18
年

度
か
ら
継
続
し
て
審
議
さ
れ
て
い
る
19
件
と
、
阿
蘇

も
含
め
た
平
成
19
年
度
に
新
規
提
案
さ
れ
た
13
件
の

計
32
件
が
候
補
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
文
化
遺
産
を
選
定
す
る
文
化
庁
で
は
、
暫

定
リ
ス
ト
に
ど
の
提
案
を
載
せ
る
の
か
、
世
界
遺
産

特
別
委
員
会
に
て
審
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
今
回
か
ら
は
世
界
遺
産
特
別
委
員
会
に
、

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
新
た
に

設
置
さ
れ
、
提
案
を
分
野
ご
と
に

分
け
て
、
よ
り
専
門
的
に
調
査
・

検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
　

 

先
般
、
文
化
庁
に
て
全
候
補
に
対

し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
阿

蘇
郡
市
を
代
表
し
て
阿
蘇
市
が
熊

本
県
と
共
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
文
化
遺
産
と
し
て
の
阿
蘇

の
価
値
を
十
分
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

た
と
感
触
を
得
て
い
ま
す
。

 
審
議
の
結
果
が
発
表
さ
れ
る
の
は

夏
頃
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

晴
れ
て
暫
定
リ
ス
ト
に
載
っ
た
場

合
は
、
推
薦
に
向
け
て
本
格
的
に

動
き
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
残

念
な
が
ら
継
続
審
議
と
な
っ
た
場

合
は
、
改
め
て
提
案
コ
ン
セ
プ
ト

等
を
見
直
し
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
予
定
で
す
。

　日本政府は既に「平泉の

文化遺産」の推薦書をユネ

スコへ提出しており、本年

の世界遺産委員会で登録

が審議される予定です。

　また、東京都上野の国立

西洋美術館が「ル・コルビ

ュジェの建築と都市計画」

の一部としてフランス政府

などによって共同推薦され

ています。

№

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

資産名

古都鎌倉の寺院･神社ほか

彦根城

平泉の文化遺産

富岡製糸場と絹産業遺産群

富士山

飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群

長崎の教会群とキリスト教関連遺産

国立西洋美術館・本館

小笠原諸島

琉球諸島

都道府県

神奈川県

滋 賀 県

岩 手 県

群 馬 県

静岡県・山梨県

奈 良 県

長 崎 県

東 京 都

東 京 都

沖 縄 県

記載年

1992�

1992�

2001�

2007�

2007�

2007�

2007�

2007�

2003�

2003

備考

文化遺産

文化遺産

文化遺産

文化遺産

文化遺産

文化遺産

文化遺産

文化遺産

自然遺産

自然遺産

＊現在、日本の暫定リストには１０件の資産

 （うち文化遺産は８件）が記載されています。m

暫定一覧表記載資産分布図
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h
t
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l平泉の文化遺産 ●

富岡製糸場と絹産業遺産群 ●

彦根城 ●
富士山 ●

● 国立西洋美術館･本館

● 古都鎌倉の寺院･神社ほか

● 飛鳥･藤原の宮都とその関連資産群

● 長崎の教会群とキリスト教関連遺産

 小笠原諸島

平泉の文化遺産 ●

富岡製糸場と絹産業遺産群●

彦根城 ●
富士山 ●

● 国立西洋美術館･本館

●古都鎌倉の寺院･神社ほか

● 飛鳥･藤原の宮都とその関連資産群

● 長崎の教会群とキリスト教関連遺産

● 小笠原諸島
● 琉球諸島
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